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もうすぐ51歳である。 -般企業

で勧しぼ人事部や組合からハッピ

‾・リタイヤメント・セミナーの

案内が来ても劫、しくない。いや、

あれは5轍だったか。第二の職業
人生をどうするのか。関連会社に

出向転籍か、役職を外れてそのま

ま会社に残るか、人事部の斡旋で

別会社に再就職するか自分で寵

葺が書けなくなった亀、職均を去ろうと思って

いるQその時がいつ来るのかは見当がつかかl。

明日かもしれないし、 10年先でもだいじょうぶ

-・-「 かもしれない。ちょっと困ってい

るのは、定年前に職場を去り再就

職しようと思っても、早期退職優

遇制鹿がか、ために実行に移せな

いかもしれないことだ。定年が延

長されればなおさらである。カネ

のことを言うなんてダメな奴だな

どと思わないでほしい。 4臓半ば

で中途揺用され、勤続年数も短い
すか「あるいは引退するかo常二の人生の生活
設計をどうするのか。年金、貯蓄、再就職した

場合の給料、在職老齢年金等をどう組み合万世

でいくか。セミナーでは、これら、老後に備え

て考慮すべき点をいくつかの選択肢を示しなが

ら教えてくれる。夫婦で泊まりかけのセミナー

を開催してくれるところもある。

本学ではどうもそういうことはなさそうであ

る凸研究者には引退はない、自i分で再就職先

は下り先?)右みつけられないような舐鱈は
いない、十分な年金と資産があり老後に困るこ

とはないはずだ研究者は金のことなど考.丁⊂

ほならね等々、もっともらしい理由はいくつか

思い浮かぶが、とにかくそうしたセミナーはな
いようである。

僕は労働調査を専門にしているが、丹念な調

(撫育評論は、学内の職員の方々にお願いして、個

儀にと・つては、自己都合退職で退職金が減るの
は切実な問題である。

もし・、この困難が解決され、職場を去ること

にな・つたら、僕は長崎に行きか・ゝ凸長嘲れ、い。

チャンボンのコシのか、、ネチヤ末子ヤした麺
神町ご五島のひじきがいい。甘いぜんざいは

苦手だけれど卓祇料理がいい。坂の多いところ

か申。散歩するだけで鮎旨肪率17兜を維持で

きる0長崎弁を自由にあやつりたい。生活費も

南京に比べれば安くすむだろう。孫が来ること

を誓えて平屋韓での少し大きな寮に住もう。こ

うして僕の幸福的引退長崎帯佳大計画は着々と

完威していく。蔑ろは、一緒に行ってくれるだ

ろう秦の説得租ナである。だが、これがなかな
かに難しい。

中村圭介(社会科学研究所)

人の立場で自由に意見を述べてい
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